
 

瀬戸内海の海底ごみ問題の解決に向けた 

解決に向けた女子中高生の挑戦 
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■本州、四国、九州に囲まれた日本最大の内海 

■東西－約450㎞ 南北－約20～55㎞   面積－20,000k㎡ 平均水深－約40m 

■1934年、日本初の国立公園に指定 

■集水面積－約50,000k㎡ 

■流域人口－約3,000万人 

１．瀬戸内海の外観 

太平洋 

中国 

韓国 

日本海 

瀬戸内海 

太平洋 

瀬戸内海の位置 

瀬戸内海の集水域 

岡山県 

       外洋からの流入 
 
 

                    分水嶺 

中国地方 

四国地方 

九州地方 

日本海 

瀬戸内海 

太平洋 

●岡山 

●広島 ●高松 

●松山 

●神戸 
●大阪 

●和歌山 
徳島● 

●大分 

旭川 

吉井川 
高梁川 

芦田川 太田川 

加古川 
淀川 

紀ノ川 

吉野川 

山陽女子中学校・高等学校 地歴部 



×目で見えない…海底のどこにごみがあるのか分からない 

×ごみは海で発生していない…陸上から７割が流入 

×生態系を崩す…海底はごみだらけ 

×回収者なし…回収する人が誰もいない 

×低い認知度…知られていない問題 

表面的には美しい瀬戸内海の景観 海底には大量のごみが堆積 

みずしま財団より提供 
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２．海底ごみ問題について 



夏堲は日陰がなくて真っ黒に日焼け 冬堲は北風・波が強い 

陸域起源の生活ごみが大部分を占める 丌法投棄の産業廃棄物 
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３．困難な回収現場と回収物 



まず！知ってもらう！ 

（UbrainTV） 

（フジテレビ） （トレインチャンネル） 

（市役所の情報掲示板） 

４．海底ごみの啓発活動 
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「海ごみかるた」 
「海ごみ紙芝居」の制作 

（海ごみかるた） （海ごみかるた（大型版）） 

（海ごみ紙芝居①） （海ごみ紙芝居②） 

５．啓発教材の製作と活用 
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問題解決の意識の低さ 

海底ごみ問題の解決に向けての住民の意識 

自分の行動で海底ごみを減
少できることの意識の低さ  

高い認知度が普段の生活で
の行動につながっていない  

生活ごみと海底ごみとの 

因果関係は十分に浸透  

一方通行の啓発では… 

認知のみ  認知から行動につなげる 
仕掛け作りが必要 
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６．啓発活動の効果と検証 



海底ごみ＝生活圏から 
⇒具体的にどこから来る？ 
     どこへ行く？ 

海底ごみの起点 
➀ごみに記載の地理情報に注目 
②時間を示す空き缶の賞味期限に注目 

➀ ② ③ 

海岸から距離を変えた海域を調査 
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７．「見える化」プロジェクト 



山陽女子中学校・高等学校 地歴部 

８．海底ごみの認知度 

調査地域 

高梁川流域の住民の認知度 

②内陸部の認知度 

①沿岸部の認知度 

瀬戸内海沿岸域の住民の認知度 

調査地域 

○認知機会が豊富 

 （自然と耳にしている） 

○問題と近い距離にある 

○情報がない 

○他の地域の問題として認識 

○身近な原因を認識してない 

●認知度に大きな差 
●距離に比例して低下 



（回収時間は１時間、10m×100m＝1,000㎡で回収） 

破片（１８２個）＝長期間、河川の中で動いている 

●河川の合流地点では、２つの河川からの回収量の合計にほぼ等しい 

  （Ｇ地点は堰があり、漂着しにくいことから回収量は少ない） 

●急流地点（Ｂ・Ｅ）にはごみの漂着する割合が低い 

●河口部（I）では大量のごみを回収（プラスチックは破片となり数が増加、スチール缶は川底へ） 

調査地点 
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９．漂着ごみの調査と結果 
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10．意識と行動の変化に向けて 

ＮＰＯ 
体験学習会 
出前授業 

メディア 
情報発信 

NHKワールドから 
世界へ情報発信 

回収現場からの
情報発信 

公民館での 
出前授業 

体験学習会の開催 

行政 
巡回展示会 

博物館での 
展示会の開催 

商業施設での 
巡回展示会の開催 

全国海洋教育 
サミットでの報告 

世界閉鎖性海域 
環境保全会議 
での報告 

 

学術活動 
国際会議 

協働 



 砂浜には目視ができるプラスチックの
容器や流木が確認できる 

 ５㎜ 

発見！ 

 砂の数センチ下から硬質のものと
繊維質のものが出てきた 

 実際に使用していた洗顔料 

 黒い粒がスクラブ 
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11．マイクロプラスチック化 



ペットボトル・プラスチック容器 発泡スチロール 

生活の島がごみの終着点 過疎化・高齢化の現状 
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12．島嶼部を襲う漂着ごみ 
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13．持続可能な社会の実現に向けて 

内陸部の住民の授業・体験・見学後の意識の変化 

商品⇒生活ごみ⇒河川ごみ⇒漂着ごみ⇒ 

海底ごみ⇒マイクロプラスチックへの変化 
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14．私たちの学びと使命 

海の生物多様性の保全 

協働による問題解決 

廃棄者の責任 意識の届かい所へ目を向けて 



『海ごみかるた』の一部を紹介します！ 



これからも頑張ります！ 


